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第 70 回通常総会開催

　去る６月１１日（水）１５時より、佐賀市のホテルニューオータニ佐賀にて本会の第７０回通常総会
を開催いたしました。
　馬渡雅敏副会長による開会の辞、福岡桂会長の挨拶の後、真崎俊夫副会長が議長に選出され議
案審議に入りました。議事では、第１号議案として令和６年度事業報告・決算報告承認の件、第
２号議案として令和７年度事業計画・収支予算（経費の賦課徴収方法を含む）決定の件、第１号
議案、第２号議案とも出席者満場一致にて可決承認されました。議案審議終了後、５月の役員会
において新しく副会長にご就任いただいた有田焼卸団地協同組合百田憲由理事長よりご挨拶頂き
ました。その後、宮原真一佐賀県議会議長をはじめご来賓にご臨席いただくなか、本県の中小企
業団体制度振興に特に功績のあった、佐賀県造園協同組合理事長 松隈邦博氏、佐賀県石材工業協
同組合前理事長 大坪久芳氏、協同組合戸上会理事長 田原和幸氏、唐人町商店街振興組合理事長 
吉村英夫氏、佐賀県自動車整備商工組合理事長 福岡龍一郎氏の５名の方が中小企業団体功労賞と
して表彰の栄誉に浴されました｡
　さらに佐賀県中小企業団体中央会の設立７０周年に際し、多年にわたり団体の役員として組織の
運営と事業の発展にご尽力され、中小企業の振興に寄与された、佐賀間税会相談役 本島直幸氏、
協同組合鳥栖商工センター会長 松雪秀敏氏、佐賀信用金庫相談役会長 杉町謙吾氏、公益社団法人
佐賀県トラック協会会長 馬渡雅敏氏の４名の方が九州中小企業団体中央会連合会　会長より「設
立７０周年特別功労賞」として表彰の栄誉に浴されました｡
　その後、山口祥義佐賀県知事、宮原真一佐賀県議会議長よりご祝辞をいただき盛会裏に終了し
ました。
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▪▪▪令和７年度中小企業団体功労賞受賞者▪▪▪

松隈　邦博　氏

佐賀県造園協同組合
理事長

大坪　久芳　氏

佐賀県石材工業協同組合
前理事長

田原　和幸　氏

協同組合戸上会
理事長

吉村　英夫　氏

唐人町商店街振興組合
理事長

福岡龍一郎　氏

佐賀県自動車整備商工組合
理事長

▪▪▪設立70周年特別功労賞▪▪▪

本島　直幸　氏

佐賀間税会
相談役

松雪　秀敏　氏

協同組合鳥栖商工センター
会長

杉町　謙吾　氏

佐賀信用金庫
相談役会長

馬渡　雅敏　氏

公益社団法人佐賀県トラック協会
会長

▪▪▪新副会長ご紹介▪▪▪
５月15日役員会にて選出・敬称省略

副会長　百田　憲由
有田焼卸団地協同組合

理事長
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令和７年度　事業計画

＜重点方針＞
１．会員組合・組合員等が抱える課題の解決に向けた業務執行体制の強化
２．ＤＸによる業務効率化とＧＸ・災害支援による社会貢献への取り組み支援
３．「全国大会２０２８さが」の成功に向けたパートナーシップの構築と機運醸成

＜重点施策＞
１．事務局機構の改編による組織支援体制の強化
２．人材確保・定着へ向けた関係機関との連携と総合的な支援の実施
３．「全国大会２０２８さが」の成功に向けた開催概要の計画
４．会員組合等のＤＸによる課題解決と新領域分野への展開支援
５．新規組合の設立と連携先等の賛助会員への加入推進
６．組合支援の強化推進（一丁目一番地改革推進事業の強化）
７．関係機関等との連携強化と戦略的パートナーの拡大
８．事業承継問題等への積極的支援の強化
９．社会的課題に対応する中小企業等への支援に向けた受託事業等の実施
10．会員組合等によるカーボンニュートラルの取り組みに対する支援強化

組織目標を達成するため、以下の３つの重点方針に基づき、各種事業を実施する。

賛助会員として中央会にご加入いただくことが出来ます。
　賛助会員　１口につき年額10,000円以上とし以下の区分とする。
　　①中央会の承諾を得た中央会特別会員　　　　　  １５口以上
　　②連携協定を締結する戦略的パートナー　　　　  １０口以上
　　③助成事業等の実施に係る支援先　　　　　　　　７口以上
　　④中央会とのネットワーク強化を図る機関等　　　５口以上
　　⑤会の趣旨に賛同する者　　　　　　　　　　　　１口以上

会員のために　人のために　社会のために
～「全国大会２０２８さが」の成功に向けて地域に貢献できる中央会を目指す～

組織
目標

▪▪▪▪ 本会福岡会長が全国中央会副会長に就任しました ▪▪▪▪

　去る6月27日（金）、東京都のホテルニューオータニ
にて全国中小企業団体中央会の令和7年度通常総会が
開催され、本会の福岡桂会長が副会長に就任しました。
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　各組合あるいは貴業界等において、中小企業者が対応を迫られている諸問題について外部専門家(講師)を
招いての研修会等を開催する事業
※　視察研修等の旅費は補助対象外です。
※��　通常総会と併せて開催される研修会は補助対象とできますが、「会場借料」を補助対象とするには、
　総会での会場借料と明確な区分が必要となります。

　講師謝金、講師旅費、会場借料、借損料 など
※　詳細はお尋ねください。

　総事業費の2/3以内で上限20万円

随時
　※�　予算枠がありますので、基本的には先着順となります。具体的な内容•詳細な日程が決まっていない
場合にも、是非一度お早めにご相談ください。

（1）研修計画の作成　　各組合で研修計画を策定
組合員の意識改革、業界活性化の為に組合員を対象にした講習会を開催したい！

（2）事前打ち合わせ　　研修会の内容確認、講師への支払い方法、旅費計算、会場予約等
（3）研修会の実施　　　原則として、研修会当日は中央会も参加

講習会の開催費として合計300,000円を要する
（内訳）・講師謝金　　　100,000円
　　　・講師旅費　　　100,000円
　　　・会場借料　　　　50,000円
　　　・当日資料代　　 50,000円（参加人数50名×@1,000円）

（4）報告書の提出	 当日の報告書（様式自由）、参加者名簿、配布資料、写真など
（5）事業費の支出	 補助対象経費の全額を中央会が相手先に支払い
（6）負担金の納付	 補助対象経費の1/3を自己負担金として組合宛てに請求書発行

総事業費300,000円 － 助成部分200,000円 ＝ 自己負担100,000円

　上記の通り、事業にかかる費用全額を一旦中央会が支出し、事業終了後に実施主体(組合等)の「自己負担
金額」相当分を中央会から実施主体(組合等)に請求し、ご負担いただく流れとなっています。
　事業実施の決定がなされる前に、実施主体(組合等)が自ら直接支出した経費や、既に実施された講習会等
は対象となりませんので、ご注意ください。

中央会補助事業（研修会開催事業）を活用しませんか！

まずはお気軽に中央会までご相談ください♪

１．補助対象事業

２．補助対象経費

３．補助金額

４．募集期間

５．事業スケジュール

６．留意事項
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【プロフィール】
長崎県雲仙市出身。阪神淡路大震災では避難所代表として3カ月間陣
頭指揮。2009年に株式会社BCPJAPANを設立。BCP策定指導中に
東日本大震災に遭遇し、初動対応など陣頭指揮を執り、その後1年間
にわたり支援。現在、全国で防災・BCPなどのコンサルティング・講演・研
修講師を年150回行う。
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【お問い合わせ先】　佐賀県中小企業団体中央会　経営企画部　0952-23-4598
　　　　　　　　　九州大会担当：永野・鳥谷　　全国大会担当：石戸・古賀
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景況NEWS
令和7年4月～5月分

　中央会では、県内36業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告頂いた令和7年4月～5月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（https://www.chuokai.or.jp/index.php/category/news-keizai/）
からもご覧いただけます。

4月～5月の傾向

佐賀県内中小企業36業界の景況

　今期（4-5月期）の月次景況調査結果について＜前月比＞DI（全業種）でみると、主要指標「売上高」は、4月は▲25.8で、
3月の44.1より69.9ポイント大幅に減少し、5月は▲8.5とマイナス値は減少した。「収益状況」は、4月は▲11.8、5月は▲
14.3と、マイナス値が続いている。「業界の景況」については、4月は▲5.9、5月は▲5.7と、こちらもマイナス値が続いている。
　一方、＜前年同月比＞DI（全業種）をみると、「売上高」については、4月が2.9、5月は▲2.8と減少した。「収益状況」に
ついては、4月は▲23.6で、5月も▲31.4と、マイナス値で推移している。「業界の景況」についても、4月は▲14.7、5月
は▲11.4となり、マイナス値が続いており、全体的に依然として厳しい状況が続いている。

（調査票取りまとめ：令和7年6月12日　情報連絡員総数36名：4月回答数34名、回答率94.4％、5月回答数35名、回答率97.2％）

　 =良い（DI>30%）、　 =やや良い（30%≧DI>10%)、　 =変わらない（10%≧DI>−10%)
　 =やや悪い（−10%≧DI>−30%)、　 =悪い(DI≦−30%)

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]−[減少]
16.1% 42.0% 41.9% -25.8% 29.4% 44.1% 26.5% 2.9%
28.6% 34.3% 37.1% -8.5% 22.9% 51.4% 25.7% -2.8%

在庫数量
[DI]=[減少]−[増加]

13.0% 78.3% 8.7% -4.3% 13.0% 78.3% 8.7% -4.3%
20.8% 70.9% 8.3% -12.5% 16.7% 75.0% 8.3% -8.4%

販売価格
[DI]=[上昇]−[低下]

14.7% 79.4% 5.9% 8.8% 41.2% 55.9% 2.9% 38.3%
17.1% 74.3% 8.6% 8.5% 45.7% 51.4% 2.9% 42.8%

取引条件
[DI]=[好転]−[悪化]

2.9% 88.3% 8.8% -5.9% 5.9% 85.3% 8.8% -2.9%
8.6% 88.5% 2.9% 5.7% 8.6% 88.5% 2.9% 5.7%

収益状況
[DI]=[好転]−[悪化]

8.8% 70.6% 20.6% -11.8% 2.9% 70.6% 26.5% -23.6%
5.7% 74.3% 20.0% -14.3% 2.9% 62.8% 34.3% -31.4%

資金繰り
[DI]=[好転]−[悪化]

2.9% 85.3% 11.8% -8.9% 2.9% 85.3% 11.8% -8.9%
2.9% 88.5% 8.6% -5.7% 0.0% 91.4% 8.6% -8.6%

設備操業度
[DI]=[上昇]−[低下]

0.0% 78.6% 21.4% -21.4% 0.0% 85.7% 14.3% -14.3%
0.0% 78.6% 21.4% -21.4% 0.0% 71.4% 28.6% -28.6%

雇用人員
[DI]=[増加]−[減少]

0.0% 97.1% 2.9% -2.9% 5.9% 82.3% 11.8% -5.9%
2.9% 94.2% 2.9% 0.0% 5.7% 82.9% 11.4% -5.7%

業界の景況
[DI]=[好転]−[悪化]

2.9% 88.3% 8.8% -5.9% 5.9% 73.5% 20.6% -14.7%
5.7% 82.9% 11.4% -5.7% 8.6% 71.4% 20.0% -11.4%

●DI［景気動向指数］値（全業種）� 上段が4月分、下段が5月分
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■��佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏
　�　気温の寒暖差は感じられたが、行楽シーズンに入り、人の動

きもよくなり、物価高や節約志向の影響がある中、お菓子の需
要は堅調に推移した。また販売価格の上昇等もあり、売上の上
昇につながっている面もある。売上の現状は商品ジャンルや価
格帯に差異が見られ、菓子の需要は選別消費傾向も徐々につよ
くなっているので、日常購買されている商品に温度差が見られ
る。

　�　原材料においては価格高騰で推移し、生産関係では賃金を含
めた製造コストの上昇、人手不足も常態化しているので、製造
や販売において工夫されている。（4月）

　�　５月はゴールデンウイークがあり、中旬までは人の動きも良
く、特に駅周辺は多く、お土産品、行楽品菓子中心に、菓子の
需要は増加した。その後は例年通りだが、需要は減少傾向にな
り、全体的には堅調に推移した。商品ジャンルや販売地域に景
況の温度差があるのが現在の傾向になっている。売上はある程
度確保できても、原材料価格は高止まり、人件費や製造コスト
の上昇は続いているので、厳しい環境は変わらない。

　�　また今月5月30日より100年以上の歴史を持つ第28回全国
菓子大博覧会が8年ぶりに北海道・旭川市で6月15日まで17日
間開催され、菓子業界として、菓子の需要の喚起になる事が期
待されている。（5月）

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　山﨑みち子　氏
　�　佐賀県内の出荷量について、日本酒は前年対比98％、本格

焼酎は前年対比97％と県全体としては減少したが、蔵開き等
を開催した蔵は大きく増加した蔵もある。また数量は前年並み
だが売上高は上がっている。輸出は本格焼酎が前年対比400％
と大きく伸びている。（4月）

　�　佐賀県内の出荷量について、日本酒は前年対比95％、本格
焼酎は前年対比94％と減少したが、前月よりは増えており、
酒造りもほとんどの蔵が終了し、県内外で開催されるイベント
への出展など精力的に動き出したので今後に期待している。

　また日本酒のソーダ割や低アルコールの夏酒など、夏に向けて
の新商品も出ており、組合としては大阪・福岡での試飲会も開催
し、輸出数量の増加へ向け事業を行う予定。輸出数量はアメリカ
や中国が落ちているが、東アジアやEUなど伸びている国も多い
ので組合としても海外戦略事業にも注力している。（5月）

■佐賀県漬物工業協同組合　理事長　広瀬忠伸　氏
　�　4月は可もなく不可もなくという感じだった。スーパー、直

販所等も順調だった。後半はＧＷ前の準備で業務用の動きが上
向いた。しかし毎月の事だが、天候不順の影響による農作物の
不作による原料不足で収益の減少どころか赤字経営の企業も少
なくない。また、ここ数年の農作物が不作の為に契約農家も減
少している。（4月）

　�　今月はＧＷがあり初旬は小売り、業務用ともに順調な動きが
あった。中旬以降はその反動なのか落ち着いた動きだった。月
末になり少し上向きに転じた。毎月書くが、原料野菜の高騰、
不作による原料不足により収益の上昇はまったく見通せない。

（5月）

■嬉野茶商工業協同組合　代表理事　坂元雄一郎　氏
　�　新茶の初入札会が前年より4日遅れの開催となった。今年は

1～2月が冷え込んだため、良質の茶が生産される可能性が高
い。しかしながら、生産量が前年より減少してしまうため、仕
入原価が高くなりそう。（4月）

　�　1茶期の生産が終了した。例年よりも良質な茶が多くみられ
たが、生産量は寒・霜被害による影響でかなり減少した。その
ため、1茶の安い価格帯が不足している状況にある。（5月）

■諸富家具振興協同組合　副理事長　平田尚二　氏
　�　4月に入り、人の動きと合わせるように徐々にではあるが、

売上増の事業所が増えてきているように見える。しかしながら、
家具業界を取り巻く状況は今なお厳しく、材料高・人件費高な
どのコスト増や人手不足・消費の鈍さなどネガティブ要因ばか

< 業 界 通 信 >

前月比ＤＩの推移（全業種）

前年同月比ＤＩの推移（全業種）

●DI〔景気動向指数〕値の推移
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りである。これまでの売上推移を見ても、大きな消費増といっ
た波も見られない状況である。�

　�　今月初旬に福岡県大川市で開催された業者向け展示会でも来
場者は少なかったようである。まだまだ家具インテリアに対し
ての消費低迷は続くものと思われる。（4月）

　�　現在、アメリカ・トランプ大統領の打ち出す相互関税政策の
影響により、世界経済全体に不透明感が広がっている。家具・
インテリア業界として、アメリカ市場との直接的な繋がりは薄
いものであるが、日本経済への影響が波及すれば、我々業界に
も少なからず影響が出てくると思われる。

　�　また、為替の変動によって輸入資材のコストにも影響が出る
為、注意が必要である。一方で、コロナ禍の収束を経た今、一
般消費者の購買意欲には、やや停滞感が見られ、消費喚起の動
きも一時的に足踏みしている状況である。法人向けの需要に悪
影響が及ばないことを願うばかりである。

　�　さらに、戦争や内戦の影響によりヨーロッパ方面の輸送ルー
トが混乱しており、国際的な物流にも支障が出ている。これか
らの不安定な状況が一日も早く収束し、経済の正常化が進むこ
とを強く望むばかりである。（5月）

■佐賀県印刷工業組合　理事長　真崎俊夫　氏
�　�　年度末の集中した稼働も一段落し前月比では売上、収益とも

に減少した。前年度に比較し印刷物の受注量は減少し、1受注
当たりの数量も減少している。用紙の出荷トン数も毎月前年度
を下回り、紙離れは益々加速している。値上げ交渉は一定の理
解は得られているが、それにより数量の減少が進んでいるため、
収益増には至っていない。

　�　官公需ではローカル発注を意識されているが、再委託などで
県外業者に流れている仕事も多く見受けられる。県内加工を前
提とした発注制限の必要性も課題になっている。（4月）

■佐賀県陶磁器工業協同組合　業務課長　山口善広　氏
　��　物価上昇の影響を受けながらも緩やかな増加基調にある個人

消費を背景として飲食や旅行、観光関連の増加に伴い、陶磁器
産業も底堅く推移していると思われる。有田陶器市でも消費者
の生活防衛的な動きが一部で見られた。（4月）

　　季節的な要因で需要が低調となるが展示会開催に向けて新商
品の開発に注力している。総合的な企画開発の動向に注目してい
る。（5月）

■肥前陶土工業協同組合　事務局長　一ノ瀬秀治　氏
　�　4月の陶土共同販売高は対前年同月比約95％、対前月比約

99％で推移する見込みであり、動きは依然として低調で厳し
い。これから夏場の低需要期と8月の価格改定が控えており、
どのような動きとなって表れるのか、また関税や物価上昇の影
響がどの程度になっていくのか心配している。（4月）

　�　5月の陶土共同販売高は対前年同月比101.4％、対前月比
97.3％で推移。荷動きは変わらず低調。8月の陶土の価格改定
に向けて、多少のかけこみ的需要があるかと思っていたが、今
のところそういう気配はあまり感じとれない。（5月）

　　
■佐賀大和工業団地協同組合　事務局長　中村耕三　氏
�����　�　当団地は、金属加工、機械部品製造、総合印刷業の企業が主

であるが、売上面では前月比が減少し、前年同月比は増加傾向
となった。一部では前年度4月が悪かったのでその反動で増加
した企業もあった。

　�　当団地の共同受電（19社中17社が利用）電力使用量合計の
推移では、前年同月比が1月104％、2月105％、3月101％と
推移し、4月も101％の微増となり増加傾向を維持した。なお、
4月分の電力料金負担は、使用料が前年同月比101％となり、
電力会社の「使用料単価」「再エネ賦課金」の上昇から「燃料費
調整額」の低下を差引し、前年同月比113％と増加した。（4月）

　�　売上面では、前月比が増加し、前年同月比は減少傾向となっ
た、販売価格は前年同月比が一部では上昇傾向を示している。
収益状況では、前年同月比の売上が減少のためか、前年同月比、
悪化傾向とする企業が多かった。

　�　当団地の共同受電（19社中、17社が利用）電力使用量合
計の推移では、前年同月比が2月105％、3月101％、4月も
101％と増加傾向であったが、5月は95％へ低下した。なお、
5月分の電力料金負担は、使用量は前年同月比95％であるが、
電力会社の「使用量単価」「再エネ賦課金」の上昇から「燃料費
調達額」の低下を差引し、前年同月比104％と増加している。
(5月）

■唐津鉄工団地協同組合　事務局長　渡邊浩布弥　氏
�　�　建築分野において中小物件は依然低調に推移しており、鋼材

の荷動きはかなり悪い状況が続いている。鋼材価格は荷動きの
悪さを背景に弱含みで推移していたが東京製鉄の売り出しが値
下げに転じたことで、各品種が値下げ基調の様相となり、流通
各社の収益を圧迫している。中小の鉄工所では大手の下請けで
繋いでいたが、最近は大手の仕事量の減少により仕事を確保で
きていないところもあり、夏場に向けても苦戦を強いられてい
る。(4月)

■有田焼卸団地協同組合　参事　藤　雅友　氏
�　�　4月分共販高88,562千円、前月比92.23％。4月は、資金決

済代行事業の数字は、3月に続き、チェーン店、問屋卸など業
務用が数字をけん引している状況。自社企画品の陶器市仕入れ、
在庫補充なども数字としては反映されている状況である。世間
が物価高ということもあり、財布のひもも固く節約志向なども
あり、もう一つ動きとしては鈍いように感じ取れる。（4月）

　�　5月分共販高76，625千円、前月比86.52％。5月は、稼働日
数の関係から、生産面にも影響してか資金決済代行事業の数字
は、先月と比較すると落ち込んだ。定番商品や自社企画商品に
ついては、基盤数字を維持はしているが、生産面の納期の長期
化は、今後も懸念されるところである。また、今夏予定されて
いる価格改定(値上げ)後の更なる落ち込みも心配されるところ
である。（5月）

■佐賀青果食品協同組合　理事長　眞﨑喜隆　氏
�　�　新年度になって気持ちも新たにスタートしました。4月に

なってからは商品の入荷も順調で、価格的にも少し安く販売し
やすく、私達にとっては今年度は良くなりそうだと思える月に
なりました。果物は少し高値です。価格転嫁もできそうで、前
年度までとは違うようです。高値のマンネリ化から少し安くな
りそうです。

　�　しかしながら、米の価格が高すぎて消費者の皆さんの予算も
ありそうで少し心配もあります。このままでいけば今年度は今
までよりは良くなってくれると期待しています。（4月）

　�　5月になり野菜は出荷量も価格も少し安くなり落ち着きを見
せていますが、果物は少し高値で安定しています。久しぶりの
安定した価格での取引となってきましたが、梅やらっきょうは、
漬けて売ることができず、個人店での販売は減ってきたように
思われます。今後は農繁期また梅雨に入る為毎年の事ですが、
出荷量が気になるところです。今月はやっと価格転嫁ができて、
青果業は良かったなと思われます。(5月)

■佐賀県石油商業組合　事務局長　森永伸一　氏
�　�　月初は仕入れコスト上昇による価格転嫁により値上がり傾向

が見られたものの、トランプ関税による世界経済の減速懸念か
ら原油は大幅に下落、さらに円高も相まって原油価格は急落し
た。それまで1ℓ当たり約5円程度出ていた補助金が補助事業
始まって以来初の補助金0円（4月の第3週）となった。月の後
半は原油価格もだいぶ落ち着きを取り戻し、月単位で見ると先
月から若干の小売価格上昇という結果であった。（4月）

　�　5/22より「定額引下げ措置」がスタート。初回はガソリン・
軽油に7.4円、灯油・重油に5円の補助額となった。その後、
ガソリン・軽油は補助上限の10円に達するまで毎週1円ずつ追
加される仕組み（灯油・重油は上限5円で終了）。原油価格は、
先月の米関税政策による世界経済の減速懸念、そして今月は
OPECの減産縮小（増産）の方針を受け下落が続いた。原油安
と新たな補助事業の効果により県内のレギュラーガソリンは前
月比で3.9円低下の181.7円となった。来月も値下がりは続く
見込みである。（5月）

■伊万里駅通商店街振興組合　専務理事　小林宏慈　氏
　��　新年度になり新しい動きが期待されたが、毎夏行われていた

祭りを5月末に開催する旨の正式通知があり、また一つ様子見
のできる理由が増えたように感じる。先月同様に売上額単価・
総売上額自体は前年比でも増加しており、ほとんどの店舗が物
価に対して価格反映できたようで利益は確保されているよう
だ。やはり地域での雰囲気作り、それからの消費行動につなが
るきっかけ作りは継続することが必要に思える。（4月）

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　保利昌宏　氏
　�　九州沖縄地区の登録自動車と軽自動車を合わせた令和6年度

の新車販売台数は、前年度比3.0％増の550万910台となり、
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3年連続で前年超えとなった。上期は落ち込んだものの下期の
伸長でカバーし、前年実績を上回った。登録自動車は前年度比
4.2％増の32万1684台となり、3年連続で前年超えし、軽自
動車も前年度比1.4％増の22万9226台となり、2年ぶりに前
年超えした。

　�　なお、佐賀県でも、登録自動車が前年度比5.1％増の1万
7598台、軽自動車も前年度比2.8％増の1万5867台であった。
また、新車販売に占める軽自動車の構成比では47.4％となっ
ている。（4月）

　�　6月6日（金）に開催された商工組合第51回通常総会、並び
に3月26日（水）に開催された振興会第4回理事会において、
令和7年度の予算及び事業計画がそれぞれ承認された。商工組
合における新年度の重点事業として、1.共同経済事業対策2.事
業経営基盤強化対策の二つの事業が定められ、この重点事業を
中心に諸事業を展開することとしている。

　�　振興会における新年度の重点事業として、1.業界振興・活性
化対策2.業界健全化対策3.ICT化促進対策4.環境保全・省資源
対策5.自動車使用者対策6.整備技術の向上対策の六つの事業が
定められ、この重点事業を中心に諸事業を展開することとして
いる。（5月）

■佐賀県クリーニング生活衛生同業組合　理事長　坂本豊美　氏
�　�　冬物が少し遅れ気味です。ダウン、コートはぼちぼち動いて

います。（4月）
　　日に日に厳しい現状です。（5月）

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　主任　中島千鶴　氏
�　�　4月は天候にも恵まれ、月の後半はゴールデンウィークに向

け美容行動が活発になり、売上は昨年並みか昨年よりやや好調
のようです。（4月）

　�　原材料費高騰、仕入れ価格の上昇、従業員の賃金アップに対
し、サービスメニューの変更や値上げ等は何度もできないため、
収益が好転するのは難しい。消費者の節約志向が更に加速し、
来店間隔調整やセルフ化が進まないか心配している。(5月）

■唐津市旅館協同組合　前理事長　松下隆義　氏（4月）
　�　大型連休は前年より少なかったです。（4月）
　唐津市旅館協同組合　理事長　大川内正康　氏（5月)
　�　4月下旬のGW前半については例年に比べ低調でしたが、

GW後半の5月初旬は唐津やきもん祭りの影響もあり、ほぼ満
室となりました。5月の売上は前年同期比98%でほぼ例年並み
となりましたが、訪日旅行者（インバウンド）については前年
同期比60%でした。

　�　6月の予約状況は梅雨時期で祭日もないことから低調です。
お米など物価高による仕入価格の高騰は続いています。(5月)

■佐賀県ソフトウェア協同組合　事務局長　坂井貴紀　氏
　�　多くの会社が決算を迎えて1年を振り返り、案件自体は民間

のDX推進や自治体業務に使う情報システムの標準化など順調
にあった。ただ、ソフトウェアやクラウドサービスの費用、シ
ステムエンジニアの外注費などの値上がりで、収支のバランス
が取れないこともあった。

　�　その中でも価格転嫁ができている会社、できていない会社、
様々な状況。一方で人手は足りず、中途でもなかなか採用でき
ない状況だった。

　�　新年度が始まり25年度も引き続き同様の状況が続いていく
ことが予想されるが「2025年の崖」問題にもあるように、生
産性を上げるためのDXの取り組みは今後ますます加速するこ
とが予想される。（4月）

　�　年度が替わり2ヶ月が経過したが、民間の業務効率化の取り
組みや自治体の情報システム標準化など隙間なく仕事があり、
引き続き案件は活況だった。

　�　一方で人材不足は続いており、協力会社を含めて人材は十分
に確保できておらず、価格も上がっている。生産性を高めるた
め、生成ＡＩ（人工知能）にプログラムを作らせるなど試行し
ている組合企業もある。

　�　今年は「Ｗｉｎｄｏｗｓ10」のサポートが10月に終了する
ため、下半期に向けてパソコンの入れ替えや設定の案件が増え
てくることが予想される。(5月)

■�佐賀県建設工業協同組合　常務理事　島内俊幸　氏
　��　令和７年３月の公共事業は、件数では、前年同月比で15.7％

の減、前月比で24.8％の増、請負額では、前年同月比21.2％
の減、前月比10.1％の減となっている。令和７年３月の住宅
着工は、戸数では、前年同月比は6.5％の増、前月比で8.4％の
減、工事費では、前年同月比は90.8％の増、前月比で73.6％
の増となっている。（4月）

　�　令和７年４月の公共事業は、件数では、前年同月比で29.9 
％の減、前月比で8.3％の増、請負額では、前年同月比39.1％
の増、前月比207.0％の増となっている。令和７年４月の住
宅着工は、戸数では、前年同月比は49.6％の減、前月比で
35.0％の減、工事費では、前年同月比は26.6％の減、前月比
で33.0％の減となっている。（5月）

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
　業　況：�先月と変わらず手持ち工事量、工場稼働率共に低い。

見積も少なく先行きが不安な状況となっている。
　動　向：�2024年度の全国の鉄骨需要は365万トンと2年連続

で400万トン割れとなっている。中小規模工事が減少
する中、大規模工事も減っている。今後も需要の停滞
が続くようだ。

　問題点：�建設コストの高騰や人手不足、国内全体の物価高など
足元は不透明感が強く、今後の展望が見通せない状況
である。（4月）

　業　況：�工事量が少なく、工場稼働率も先月より低い。見積り
物件も少なく需要の低下が表れている厳しい環境であ
る。

　動　向：�九州地区では中小規模工事の低迷が続いているが、昨
年中ごろから大型物件も減少している。大規模案件の
延期や中止が相次いでおり先行きが懸念される。

　問題点：�受注単価に大きな動きはないものの、ゼネコンの指値
や安値受注が指摘され始めており価格維持が重要な課
題である。(5月）

　
■佐賀県電気工事業工業組合　事務局長　山口光浩　氏
　�　依然として担い手（後継者）不足に加えて技術者不足もあり、

また新卒や中途採用もなかなか難しいなど厳しい状況が続いて
いる。(4月)

　　依然として担い手不足の問題など厳しい状況である。(5月）

■佐賀東部管工事協同組合　事務局長　大串哲也　氏
　�　4月期の公共工事受注額は前年同期より倍増している。発注

者側の早期発注によるものと見られる。今後も早期発注の要望
を続けて行い、年度末の工事が立て込まないように期待してい
る。（4月）

　�　新年度に入り、4月、5月と公共工事受注額が前年同期より
倍増している。工事価格も人件費、材料費と高騰分について設
計単価に反映している。年度始めは順調な滑り出しとなってい
る。（5月）

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　大江孝文　氏
　�・�４月前半は荷動き悪くスポット運賃については、低下傾向に

あったが、連休前の一般荷、青果物等の動きが良くなり持ち
直してきた。

　・�燃料価格は、前月より若干上がり、前年同月比では８円/ℓ
程度上がった状態で推移した。新年度となり、車両価格の引
き上げを始め、運送資材関係の値上げなどもあり、運行コス
ト上昇が懸念される。

　・�４月より物流改正法が施行され、下請等に関する法的管理が
開始されるなど、その対応を迫られている。（4月）

　・�５月は、ゴールデンウィークもあり稼働日数が少なく、荷動
きも低調であったことから、スポット運賃は低下傾向にあっ
た。

　・�燃料価格は、前月より7円/ℓ程度下がったものの、前年同月
比では同水準で推移した。（5月）
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　令和7年度最初の役員会を開催しまし
た。
　役員会の前に、佐賀県プロフェッショナ
ル人材戦略拠点より川原様、山口様にお
越しいただき、副業・兼業人材活用促進事
業費補助金について説明をしていただき
ました。
　自社内だけでは完結できない特殊なス
キルや知見を持った外部人材を活用する
ことで効率よく事業を行うことができると
いう内容でした。
　また役員会は、第49回通常総会につい
て検討し、内容等を固めました。
　第2回役員会では、諸富家具振興協同
組合青年部より岡様にオブザーバーとし
てご参加いただきました。

　佐賀玉屋にてあんこ展＆うまいもの大会
が開催され、まんじゅうや団子などあんこ
関連のお菓子を中心に、から揚げやお茶、
キムチなど全国各地の美味しいものが出
品されていました。
　佐賀県菓業青年会より「大串製菓」、「高
橋餅本舗福屋」、「菓心まるいち」の３社が
出展されていました。
　大串製菓では、その場で焼き上げた出
来立ての丸ぼうろを試食として配布されて
いました。
　また、人気商品であるあんぱん饅頭に緑
茶と日向夏の２つの味が新登場しました。
　どちらもとてもおいしかったので、ぜひ
大串製菓にてご賞味ください。

【令和７年度第１回第２回役員会】

4/16水、5/29木
佐賀市「中央会ITルーム」

【佐賀玉屋　あんこ展＆うまいもの大会】

6月6日金～16日月
佐賀市

○九州青年部の集い
　日程：９月１１日（木）
　場所：福岡県

○全国大会
　日程：１１月１２日（水）
　場所：広島県

○全国講習会
　日程：１１月１４日（金）
　場所：岩手県

　組合青年部で研修会や勉強会を開催
されている場合には補助が可能な場合
がございますのでお声掛けください。
令和７年度にも計画をされている場合
にはお早めにお声掛けいただけると幸
いです。

詳細は担当にお問い合わせください。

担当：山口、古賀

（会員数：30会員　441名）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.
22.
23.
24.
25.
26.
27.
28.
29.
30.

佐賀青果食品（協）青年部
佐賀県自動車整備振興会  青 年 部
佐賀県菓業青年会
佐醸会
佐賀県印刷人若楠会
陶交会
（協）唐津綜合卸センター若手会
佐賀新聞販売店（協）若登会
佐賀県造園（協）青年部
佐賀県室内装飾事業（協）青年部
佐賀工場団地（協）青年部
佐賀県電気工事業（工）青年部会
佐賀県漬物工業（協）青年部
佐賀県貨物自動車事業（協）青年部青運会
佐賀県醸造研究会
佐賀県左官組合青年部
佐賀県中古自動車販売（商工）青年部会
佐賀県旅館ホテル（生衛）青年部
佐賀長崎農業機械商業（協）青年部
諸富家具振興（協）青年部
（協）佐賀県鉄構工業会  青 年 部
佐賀県テント・シート（工）青年部
佐賀県瓦事業（協）青年部
佐賀県板硝子商（協）青年部
佐賀東部管工事（協）青年部
佐賀県環境整備事業（協）青年部
小城羊羹（協）青年部会
唐人町（商振）青年部
佐賀県ビルメンテナンス協会青年部
有田焼卸団地青年部会

今後の予定
　各青年部での活動やイベント
のお知らせ等も、これからどんど
ん紹介・発信していきますので、
お気軽にお寄せいただき是非ご
活用ください♪
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桂のかわら版 vol.8最近の動向から気になるトピックスを
ご紹介いたします。

　今年も4～5月の総会シーズンに、本会副会長が理事長を務める諸富家具振興（協）様をはじ
め、多くの会員組合の通常総会に顔を出させていただき、組合・組合員の皆様が抱えている課
題やそれらへの取組等のお声をお聞きすることができました。
　６月１１日（水）に開催した第７０回通常総会には、多くの会員組合・来賓の皆様にご出席賜
り、誠にありがとうございました。今回の通常総会では、従来の「中小企業団体功労賞（５名）」
に加えて、「設立７０周年特別功労賞（４名）」の表彰をいたしました（当誌1～3P参照）。永年に
わたるご功績に対し、心から敬意を表します。また総会内で皆様にご報告しましたとおり、５月の
役員会において、有田焼卸団地（協）理事長の百田憲由様に新たに副会長にご就任いただき
ました。令和１０年に佐賀県で開催する「全国大会2028さが」の成功に向け、一丸となって盛り
上げてまいりたいと思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。
　また６月２７日（金）には全国中小企業団体中央会の通常総会が開催され、全国中央会副会
長の役を拝命いたしました。地域の声を中央に届けること等微力ではございますが皆様のお
役に立てるよう努めてまいります。

【連載】第19回 組合Q&A  代理理事の変更登記について

（組合員）そうやったね！登記は総会が終わって２週間以内にせんばやったよね。急いで法務局に行かんば！

（中央会）�おつかれさまでした。今回は役員の改選期でしたね。登記の手続きはしんさったですか？

（中央会）�　中小企業組合の場合、役員の改選で理事長がかわっても、かわっとらんでも登記は必要なん
ですよ。任期が終わってまた就任したことになるので、登記はせんばです。

（中央会）�　法務局に行くときは、登記申請書のほかにも総会議事録、理事会議事録、定款など、登記す
る内容に合わせて必要な書類がいくつかあるので、事前に法務局のホームページで確認せんば
ですよ。事務員が登記をするときは委任状も必要です。

【ちなみにばってん】
　登記を怠ると、組合の代表者が過料の制裁(20万円以下)を受ける場合がありますので、忘れないようご注意ください。理事長が
かわる場合は印鑑証明も必要となります。ご不明な点がございましたらお気軽に中央会までお問い合わせください。

（組合員）��やっと組合の総会も税務申告もおわった～！今回は役員改選もあったし、大変やったよ。

（組合員）��登記の手続き？ばってん、理事長はかわっとらんよ。
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これからの行事・イベント

【鍋島藩窯風鈴市】
　見た目も音も美しい磁器製の風鈴。期間中窯元の店先には約1000個の風鈴が飾られ、秘窯の里に風鈴の音色が響
き渡ります。
日　程：令和７年６月１４日（土） ～ 令和７年８月２４日（日）
時　間：９：００～
場　所：伊万里市　秘窯の里　大川内山
主　催：伊万里鍋島焼協同組合　TEL：０９５５－２３－７２９３

【第６２回鹿島おどり】
　昭和３７年から続く市民総参加のおどり大会。今年も「鹿島市民納涼花火大会」と同日開催！鹿島おどりの２日目終了
のタイミングで花火の打ち上げ開始予定です。
日　程：令和７年８月８日（金） ～ 令和７年８月９日（土）
時　間：受付１８：３０～　開始１９：００～
場　所：鹿島市中心街(スカイロード周辺)
主　催：鹿島おどり実行委員会　TEL：０９５４－６２－３９４２

　組合や組合員企業で行うイベントや行事など、県一円に広く告知したいものがありまし

たら中央会経営企画部までご一報ください！

組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.270
令和7年7月3日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒840−0826　佐賀市白山2丁目1番12号

佐賀商工ビル6階
TEL.0952−23−4598   FAX.0952−29−6580

URL http://www.aile.or.jp　E−mail staff@aile.or.jp

編集後記
　梅雨の季節に入りました。ゲリラ豪雨や線状降水帯という言葉が
すっかり日常になり、「今年もどこかが浸かるんじゃないか」と、天
気予報が気になって仕方がない…そんな方も多いのではないでしょ
うか。
　身の回りの小さな困りごとで言えば、「傘がどこかに消えた」「持っ
ていたはずの傘がすり替わっていた」などの“傘トラブル”もこの時
期のあるあるです。中央会でも、気づけばビニール傘がなぜか増殖
しています。
　傘は見つけられませんが、組合運営に関するお困りごとなら、小
さなことからでもぜひご相談ください。
　この文章は生成AIで大枠を作成し、少し加筆修正しました。技術
の進歩に驚くばかりです。（Y.Y）

※変更や中止等もございますので、詳細は各主催者にお問い合わせください。
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さが共済の“各種共済制度”

建物が燃えた

台風で瓦が
飛んだ

土砂崩れで家が
全壊した

歩行者にけが
をさせた

他人の車に
衝突した

けがで就業
不能になった

従業員が
けがをした

事故による休業で
売り上げが減った

＊１（共同元受）佐賀県火災共済共同組合・全日本火災共済協同組合連合会　　＊２（元受団体）全日本火災共済協同組合連合会

に関する共済 事故で搭乗者
がケガをした

病気で入院した

仕事中にけが
をした

料理中にやけど
をした

佐賀県火災共済協同組合
〒840-0826　佐賀市白山2丁目1-12 佐賀商工ビル6F
TEL 0952-24-6984　FAX 0952-24-6907　https://www.sagakenkasai.org/

202４年７月1日以降用

火災や自然災害等によって、建物や家財・什器備品等に被害を受け、その損害額が数百万、数千万単位になってしまう事も珍
しくはありません。当組合では、これらの損害リスクを補償する共済をご用意しておりますので、お気軽にお問合せ・ご相談
ください。

　総務省の統計によると、令和５年の総出火件数は３万８，６５９件で、単純計算で 
１日につき約１０６件の火災が発生しております（前年対比２，３４５件増加）。また、
平成３０年の西日本豪雨を代表に、近年、甚大な被害をもたらす広域災害が多数発生し、
個人・企業財産の損害リスクに備える共済（保険）の重要性が高まっております。
　火災共済では、火事で家が燃えてしまったときの補償はもちろん、台風で屋根が
飛ばされてしまった場合などの“風災”による損害や、洪水で床上浸水した場合などの

“水害”などの自然災害による損害や、窓を割られて空き巣に入られたときの“盗難”な
どの日常生活における事故も補償します。

『火災共済』
～建物に関するリスクに備える～

今月の
PICK UP!

建物が燃えてしまった 豪雨による土砂崩れで家が全壊した台風で屋根が飛んだ 水濡れが起きた

今月の
PICK UP!

本文書は共済制度の概要について記載した案内文書です。詳細につきましては、組合または取扱代理所へお問い合わせください。
なお、共済金をお支払いできない場合等につきましては普通・総合・新総合火災共済約款、および普通・総合・総合火災共済パンフレットをご覧ください。

個人・企業の
財産

に関する共済
（建物・家財・設備什器等）

◦火災共済＊1

自動車

◦自動車総合共済
◦自動車事故費用共済

＊2

病気やけが
に関する共済

◦医療総合保障共済
◦傷害総合保障共済
◦生命傷害共済
◦交通事故傷害共済

＊2

＊2

＊2

企業・経営者の備え
に関する共済

◦労働災害補償共済
◦�中小企業者�
総合賠償責任共済

◦所得補償共済
◦休業補償共済
◦休業対応応援共済

＊2

＊2
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ＳＡＧＡのよかとこ ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　 ～ものづくり企業⑬～

ものづくり補助金HP矢野酒造㈱　HP さがものづくり事例集
事業の詳しい内容はこちら

　中央会では、平成24年度から始まった補正事業「ものづくり補助金」の地域事務局として、ものづくり・商業・サー
ビス分野において独自の事業展開に取り組む事業者を対象に、補助金交付や事業推進支援を行っています。このコー
ナーでは、本補助金を活用して成果を上げておられる県内中小企業の皆様方をご紹介します。　

　主な販売市場である佐賀県は、少子高齢化と人口減少の影響で、市場
の縮小が予測されます。当酒蔵は今後も継続して成長するために、海外
へ目を向け、特に人口増加と生活水準の向上が見込まれるアジア圏に着
目しました。
　アジア圏の市場ニーズに応えるためには、「米のうま味を最大限にいか
した甘くフルーティーな味わい」の最高級純米吟醸酒の製造が不可欠で
す。目指す日本酒を造るためには、上質な原材料のほか、製造技術の向
上が品質を大きく左右します。そこで手づくりにこだわりつつも、「薮田
式自動醪搾機」の導入を決めました。

矢野酒造株式会社（佐賀県酒造協同組合　組合員）

アジア市場開拓に向けて新型自動醪搾機を導入しフルーティーで上質な純米吟醸酒を開発

　多良山系の清水と良質な米に恵まれた鹿島市は、江戸時代
から酒造りが盛んで、今も県内有数の酒どころです。創業は
1796（寛政8）年で、代表取締役・矢野元英で9代目になりま
す。杜氏と蔵人とともにできる限り手づくりにこだわり、銘
柄「肥前蔵心」や「竹の園」といった上質な日本酒の製造と販
売を行っています。
　当酒蔵の強みは、顧客のニーズに合わせて小ロット生産が
可能なこと。日本酒を通じて、人と人がつながり、日常に豊か
さをお届けするお手伝いができればと日々努めています。

　純米酒など最高級の酒造りに大切な麹づくりは、半自動機械から熟練の
蔵人による手作業に変更。上槽工程を新型の自動醪搾機に替えて搾ったお
酒は酸化臭もなく澄んでおり、以前は搾ったお酒に澱（かす）が残ってい
たため濾過する作業が必要でしたが、その工程を丸ごと省くことができま
した。また、上槽から瓶詰めまでの工程サイクルが早くなり、品質の良い
フレッシュな状態でお酒を提供することができるようになりました。
　今回作ったお酒は海外のバイヤーにも好評で、取引先は従来の4カ国か
ら、中国、香港、韓国、アメリカなど9カ国に広がり、海外市場の売上は1％
から8％に上昇しました。
　さらに機械導入のメリットは作業効率の向上にも表れ、以前は圧搾機を
組み立てるだけで20日間かかっていた作業が現在は2日間で済み、他の作
業にもゆとりがでて、繁忙期でも休みが取れるようになりました。

矢野酒造株式会社
住　所：佐賀県鹿島市大字高津原3903-1
連絡先：TEL：0954-63-2008

　近年、日本酒を好むお客さまが増え、熟成した市場ではよりおいしく個性的なお酒が求められています。新しい挑
戦が必要となる中、新型醪搾機の導入で酒質が向上したばかりでなく、発酵由来のガスを残した口の中で弾けるシャ
ンパンのようなお酒や、濾過して澄んだお酒にあえて濁りを加えるなど新商品開発の選択肢が広がりました。
　また、海外のお客さまに矢野酒造のお酒を楽しんでほしいと思うと同時に国内にも目を向け、矢野酒造を応援して
くれる九州の酒販店を開拓しなくてはと考えています。国内の市場調査と酒販店開拓のためにしっかり営業活動に力
を入れ、矢野酒造を選んでもらえるお酒造りに努めたいです。

補助金を活用してみて・・・

取り組み成果・波及効果

本事業への取り組みの経緯


